
［標準様式例６-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和６年６月２７日

契 約 業 者 名 金杉建設（株）

契 約 業 者 の 住 所 埼玉県春日部市南一丁目６番９号

工 事 の 名 称 Ｒ５国道４号春日部古河ＢＰ元栗橋地区改良他工事

工 事 場 所 茨城県猿島郡五霞町元栗橋地先

工 事 種 別 一般土木

工 事 概 要

工 期 （ 自 ） 令和５年１１月２２日

工 期 （ 至 ） 令和６年６月２８日

変 更 前 の 契 約 金 額 １９４，１５０，０００円（税込み）

変 更 金 額 ＋１１，２２０，０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 ２０５，３７０，０００円（税込み）

（最終）契約変更の内容

（変更した内容について
記述する）

地盤改良工（固結工(ICT) 777本　残土処理工 1式）
舗装工（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 約89m2）
構造物撤去工（構造物取壊し工 1式　運搬処理工 1式）
除草工（道路除草工 約400m2）
応急処理工（応急処理作業工 1式）
仮設工（安全施設工 1式　交通管理工 1式）
共通仮設費【準備費】(試掘 1式)
　　　　　【役務費】(借地料 1式)
　　　　　【技術管理費】(土質等試験費 1式　保守管理(ICT)
　　　　　　　　　　　　 1式　第三者による品質証明に係る
                         費用 1式　3次元起工測量・3次元
                         設計ﾃﾞｰﾀの作成費用(ICT) 1式　BIM
                         /CIMﾓﾃﾞﾙ作成費 1式　遠隔臨場導入
                         費 1式　ICT活用効果等調査費 1式
                         動態観測 1式)
　　　　　【営繕費】(監督員詰所 1式　快適ﾄｲﾚ 1式)
業務委託料（設計 1式）



変 更 理 由 １．地盤改良工

　　　ボーリング調査の結果、横断水路部の地盤改良を見直した

　　ため、固結工(ICT)を数量精査（減）する。

２．舗装工

　　　施工箇所を工事車両出入口に見直したため、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

　　を数量精査（減）する。

３．構造物撤去工

　　　施工箇所を工事車両出入口に見直したため、構造物取壊し

　　工、運搬処理工を数量精査（減）する。

４．除草工

　　　現地調査の結果、残土搬出先の雑草繁茂が確認できたため、

　　道路除草工を追加する。

５．応急処理工

　　　借地部分の返却に伴い監督職員詰所の撤去を行うため、応

　　急処理作業工を追加する。

６．仮設工

　　　現地調査の結果、安全施設工を追加し、交通管理工を数量

　　精査（減）する。

７．共通仮設費

　　１）現地調査の結果、横断水路部の地盤改良設計を見直す必

　　　要が生じたため、準備費を追加する。

　　２）現地精査の結果、監督職員詰所の借地料を追加する。

　　３）現地調査の結果、土質試験及び３次元起工測量、３次元

　　　設計ﾃﾞｰﾀの作成費用(ICT)、BIM/CIMﾓﾃﾞﾙ作成費、遠隔臨場

　　　導入費、ICT活用効果等調査費を追加し、保守管理(ICT)を

　　　数量精査（増）、第三者による品質証明に係る費用を数量

　　　精査（減）する。

８．業務委託料

　　　現地調査の結果、横断水路部の地盤改良設計を行ったため、

　　業務委託料を追加する。

９．工期

　　　工期は、元設計とおりとする。


